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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
へ
の
学
生
参
加

一
橋
大
学
「
四
年
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
可
能
性光
本
滋

　
大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
が
構
成
員
の
自
主

性
、
自
律
性
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
大

学
の
自
治
の
根
幹
を
な
す
内
容
だ
と
言
え
る
。
だ

が
実
際
に
は
、
財
政
的
に
も
制
度
的
に
も
い
ろ
い

ろ
な
制
約
が
あ
り
、
大
学
の
教
員
と
い
え
ど
も
自

由
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
実
践

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
ひ
と
く
ち
に

大
学
の
構
成
員
と
い
っ
て
も
、
ど
の
範
囲
の
も
の

が
大
学
運
営
に
参
加
し
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ

れ
ぞ
れ
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
ま
で
参

加
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
学
ご
と
の
ば

ら
つ
き
も
極
め
て
大
き
い
。

　
抽
象
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
大
学
の
構
成
員
は

研
究
・
教
育
と
い
う
大
学
の
機
能
の
促
進
に
貢
献

し
う
る
程
度
に
応
じ
て
大
学
の
自
治
に
参
加
で
き

る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
教
員
の
み
な
ら

ず
、
職
員
、
そ
し
て
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
な
る

学
生
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
範
囲
と
形
態
で
、

大
学
自
治
の
主
体
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
軌

　
こ
の
よ
う
に
大
学
運
営
へ
の
学
生
参
加
の
論
理

が
確
立
さ
れ
た
の
は
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

現
状
で
は
、
学
生
が
大
学
運
営
の
主
体
と
し
て
幅

広
く
認
知
さ
れ
、
参
加
を
許
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
し
か
し
、
一
方
で
は
学
生
に
よ
る
講
義

評
価
シ
ス
テ
ム
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
学
教

育
の
質
を
決
定
す
る
の
に
学
生
の
意
見
を
欠
く
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
は
広
ま
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
学
生
参
加
の
ひ
と
つ
の
例
を
紹
介
し
、

学
生
参
加
の
可
能
性
と
問
題
点
な
ど
を
探
っ
て
み

た
い
。

大
学
改
革
の
一
主
体
と
し
て
の
学
生

　
一
橋
大
学
は
社
会
科
学
系
四
学
部
（
商
・
経
済

・
法
・
社
会
）
を
有
し
、
学
生
数
は
お
よ
そ
五
千
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人
で
あ
る
。
新
制
発
足
当
初
か
ら
、
前
期
課
程
二

年
と
後
期
課
程
二
年
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年
よ
り
学
生

教
育
施
設
を
一
本
化
し
、
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

け
る
四
年
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
方
針
で
大
学
改

革
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
九
三
年
六
月

八
日
、
評
議
会
と
学
生
・
院
生
自
治
会
と
の
間
に

結
ば
れ
た
団
交
確
認
書
を
根
拠
に
、
現
在
作
成
中

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
案
に
学
生
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
確
認
書
に

は
、
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
　
「
学

生
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
た
う
え
で
決
定
す

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

個
々
の
授
業
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
き
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
の
議
論
に
お
い
て
も
学
生

参
加
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

こ
う
し
た
学
生
参
加
が
、
学
生
を
単
な
る
教
育
サ

ー
ビ
ス
の
消
費
者
で
は
な
く
、
大
学
自
治
の
担
い

手
と
み
な
す
と
い
う
発
想
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
回
の
大
学
改

革
の
経
緯
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
前
期
課
程
と
後
期
課
程
の
地
理
的
分
離
が
、
教

育
課
程
編
成
上
の
障
害
と
な
っ
た
り
、
前
期
課
程

に
お
け
る
教
官
と
学
生
の
日
常
的
な
交
流
を
妨
げ

て
い
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
「
前
期
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
、
一
九

六
〇
に
は
前
期
制
度
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

教
官
組
織
問
題
、
教
育
問
題
、
キ
ャ
ン
パ
ス
問
題

の
三
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
キ

ャ
ン
パ
ス
問
題
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
現
行

の
「
二
ー
二
」
制
の
見
直
し
を
含
め
た
教
育
制
度

の
改
革
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

大
学
内
の
議
論
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
」
に
よ
っ

て
四
年
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
と
い
う
方
向
に
傾

く
が
、
文
部
省
と
の
折
衝
の
結
果
、
一
旦
は
断
念

さ
れ
た
。
九
〇
年
六
月
、
評
議
会
は
小
平
（
前

期
）
老
朽
施
設
の
国
立
（
後
期
）
へ
の
移
転
改
築

に
よ
っ
て
四
年
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
具
体
案
の
検
討
に
入
っ
た
。
し
か
し
こ
の

と
き
、
学
生
な
ど
学
内
諸
階
層
を
合
意
形
成
の
プ

ロ
セ
ス
か
ら
排
除
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
批
判

の
声
が
あ
が
り
、
評
議
会
は
二
度
に
わ
た
っ
て
予

算
要
求
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
三
年
の

確
認
書
に
は
、
　
「
評
議
会
は
、
過
去
〔
九
〇
年
六

月
～
九
二
年
六
月
、
引
用
者
〕
の
移
転
改
築
計
画

の
進
め
方
に
関
し
て
、
学
生
も
含
め
た
全
学
に
対

し
て
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
へ
の
学
生
参
加
の
必
要

性
を
認
め
る
文
言
は
、
こ
の
よ
う
な
反
省
の
う
え

に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
変
化
し
た
の
は
評
議
会
お
よ
び
教
授
会
の
姿
勢

だ
け
で
は
な
い
。
学
生
も
ま
た
、
評
議
会
の
姿
勢

を
批
判
し
て
い
く
中
で
、
現
状
の
大
学
の
問
題
点
、

改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
自
ら

の
要
求
に
基
づ
く
改
革
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
模
索
し
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。

学
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み

　
大
学
内
の
専
門
委
員
会
の
最
近
の
報
告
（
「
四
年

一
貫
教
育
専
門
委
員
会
第
二
次
中
間
報
告
」
九
四

・
一
一
・
二
）
に
よ
れ
ば
、
移
転
改
築
後
の
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
四
年
一
貫
教
育
を
キ
ー
・
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
、
学
部
教
育
（
ほ
ぼ
従
来
の
専
門
教

育
に
相
当
）
だ
け
で
な
く
、
教
養
教
育
に
お
い
て
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も
四
年
一
貫
教
育
を
可
能
に
す
る
体
系
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
学
部
教
育
は
導
入
・
基
礎
・
発

展
の
段
階
別
に
編
成
さ
れ
、
　
「
効
果
的
積
み
上

げ
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
教
養
教
育
は
共
通

科
目
（
言
語
文
化
、
自
然
・
数
理
、
運
動
文
化
）
、

総
合
科
目
（
社
会
科
学
科
目
、
人
文
・
思
想
科
目
、

学
際
テ
ー
マ
科
目
、
教
養
ゼ
ミ
）
に
区
分
さ
れ
る
。

共
通
科
目
は
「
大
学
教
育
全
般
の
共
通
的
基
礎
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
共
通
科
目
の
各
分

野
ご
と
に
共
通
基
礎
科
目
、
共
通
発
展
科
目
と
い

う
段
階
区
分
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
段
階

的
積
み
上
げ
」
も
可
能
と
さ
れ
る
。
総
合
科
目
は
、

商
・
経
・
法
・
社
会
の
各
学
部
の
専
門
分
野
に
即

し
て
、
そ
の
領
域
を
専
攻
し
な
い
学
生
に
社
会
科

学
の
基
礎
を
講
ず
る
こ
と
（
社
会
科
学
科
目
）
や
、

学
部
等
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
複
数
の
教
官
が
講

義
を
担
当
す
る
こ
と
（
学
際
テ
ー
マ
科
目
）
な
ど

に
よ
っ
て
、
　
「
学
部
の
区
分
を
越
え
た
総
合
性
」

を
も
つ
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
議
論
と
並
行
し
て
、
教
育
制
度
の
見

直
し
や
、
具
体
的
な
開
講
科
目
の
策
定
が
専
門
委

員
会
、
各
学
部
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
必
修
科

目
、
単
位
数
規
定
の
緩
和
な
ど
を
み
る
な
ら
、
履

修
規
程
上
は
学
生
の
自
由
選
択
の
余
地
を
広
げ
、

学
生
の
自
主
性
に
根
差
し
た
四
年
一
貫
教
育
を
目

指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
方
針
に
は
、
学
生
の
意
見
が
積
極

的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
学
生
参
加
の
具
体

的
方
法
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
学
生
の
意

見
の
収
集
、
教
官
参
加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
「
四
年

一
貫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

学
生
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
だ
「
講
義
・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ア
ン
ケ
ー
ト
」
　
（
九
四
年
五
～
六
月
実

施
）
で
は
、
後
期
教
育
に
比
べ
て
前
期
教
育
に
対

す
る
不
満
が
高
い
（
や
や
不
満
と
大
い
に
不
満
を

合
わ
せ
た
も
の
、
前
期
四
〇
・
八
％
、
後
期
二
一

・
九
％
。
回
答
数
は
前
期
百
三
十
七
、
後
期
三
百

六
十
五
）
も
の
の
、
一
般
教
育
の
意
義
に
つ
い
て

は
認
め
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
履
修

規
定
に
つ
い
て
、
必
修
単
位
数
の
削
減
を
求
め
る

も
の
の
ほ
か
、
年
間
履
修
単
位
上
限
規
定
や
、
二

年
次
と
三
年
次
の
間
に
あ
る
「
バ
ー
」
　
（
進
級
規

定
）
な
ど
の
廃
止
や
見
直
し
を
望
む
声
が
比
較
的

多
く
見
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
資
料
と
し

て
専
門
委
員
会
な
ど
に
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

逆
の
意
見
も
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
学
生
の
要

望
を
一
本
化
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
ま
た
、

細
か
な
点
に
関
す
る
要
求
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

履
修
規
定
の
枠
組
み
の
変
更
に
よ
っ
て
変
化
し
う

る
こ
と
も
教
官
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
後
者
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
は
、
九
二
年
に
、

前
期
教
育
の
問
題
点
と
大
学
の
未
来
像
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
学
生
の
発
意
に
よ
り
始

め
ら
れ
た
。
確
認
書
の
締
結
後
、
こ
れ
を
引
き
継

ぐ
か
た
ち
で
「
四
年
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

と
名
称
を
変
え
、
九
四
年
七
月
、
九
五
年
一
月
の

二
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
教
官
の
組
織
で
あ
る
四
年
一
貫
教

育
専
門
委
員
会
の
委
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
迎

え
ら
れ
、
改
革
案
な
ど
に
つ
い
て
の
パ
ネ
リ
ス
ト

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
に
対
す
る
質
疑

応
答
、
学
生
と
教
官
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

第
一
回
目
の
「
四
年
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
は
大
学
教
育
の
現
状
の
問
題
点
、
四
年
一
貫
教

育
の
基
本
的
理
念
・
枠
組
み
、
四
年
一
貫
教
育
に

対
す
る
要
望
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
す
す
め
ら
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れ
た
。
そ
の
後
、
専
門
委
員
会
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
の
具
体
的
な
案
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

こ
れ
に
対
す
る
学
生
の
意
見
の
収
集
が
行
わ
れ
て

い
る
（
「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
つ
い
て
の
論
点
ア

ン
ケ
ー
ト
」
）
。
九
五
年
一
月
の
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
改
革
案
の
具
体
的
な
項
目
に
即
し
た

議
論
が
な
さ
れ
た
。
教
官
側
の
改
革
案
と
共
に
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
資
料
と
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

質
間
項
目
を
も
と
に
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
つ

い
て
教
官
パ
ネ
リ
ス
ト
と
学
生
の
間
で
質
疑
応
答
、

討
論
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
主
な
内
容
を
紹
介
し

た
い
。

第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

新
力
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
の
検
討

　
教
養
科
目
が
共
通
科
目
、
総
合
科
目
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
肯
定
的

評
価
が
多
数
を
し
め
た
。
し
か
し
、
教
養
科
目
の

名
を
借
り
て
自
分
の
専
門
分
野
を
講
じ
て
し
ま
う

こ
と
に
対
す
る
不
信
も
根
強
く
、
こ
の
視
点
か
ら
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
教
官
の
姿
勢
の
変
化
を
求
め

る
発
言
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
教
官
側
か

ら
は
、
学
部
と
し
て
の
大
ま
か
な
方
向
性
な
ど
は

議
論
で
き
る
が
、
講
義
内
容
に
他
者
が
口
を
は
さ

む
こ
と
は
難
し
い
の
で
個
々
の
教
官
の
判
断
に
委

ね
る
ほ
か
は
な
い
と
い
う
回
答
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
個
々
の
教
官
の
力
量
で
は
教
養
教
育
と
し

て
の
総
合
性
に
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
専
門
領
域

を
異
に
す
る
教
官
の
講
義
を
複
数
履
修
す
る
こ
と

で
、
総
合
的
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。
学
生
側
か
ら
は
、
総

合
科
目
な
ど
を
担
当
す
る
教
官
グ
ル
ー
プ
の
共
同

を
求
め
る
声
が
出
さ
れ
た
。

　
語
学
教
育
の
改
革
に
つ
い
て
も
内
容
に
対
す
る

学
生
の
不
満
は
大
き
く
、
内
容
や
教
授
方
法
の
標

準
化
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
年
度

開
講
時
に
講
義
計
画
が
十
分
示
さ
れ
な
い
こ
と
や
、

自
分
の
専
攻
領
域
と
の
関
連
な
ど
も
分
か
ら
な
い

ま
ま
第
二
外
国
語
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
へ
の
不
満
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
抽
選
制
度

へ
の
不
満
も
出
さ
れ
た
。
教
官
側
は
、
標
準
化
に

は
大
学
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
疑
問
が
大
き
い
と

し
、
個
別
授
業
の
内
容
や
講
義
計
画
に
つ
い
て
は
、

教
官
と
学
生
の
相
互
関
係
の
中
で
改
善
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
ま
た
、
第
二
外
国
語
の

登
録
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
、
必
修
外
国
語
の

多
様
化
な
ど
の
要
求
に
も
応
え
て
い
き
た
い
と
し

た
。　
学
部
教
育
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、
導
入
科
目

の
内
容
が
教
官
ご
と
に
違
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と

へ
の
懸
念
か
ら
、
内
容
の
標
準
化
を
求
め
る
声
が

学
生
側
か
ら
出
さ
れ
、
教
官
側
は
学
部
へ
も
ち
か

え
っ
て
検
討
す
る
と
答
え
て
い
る
。
学
生
の
中
に

は
、
大
学
教
育
が
科
目
相
互
の
関
係
で
は
体
系
化

さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
対
す
る
不
満
が
強
い
よ
う

で
あ
る
。
同
時
に
、
細
分
化
さ
れ
た
知
の
体
系
で

は
な
し
に
、
広
い
学
問
分
野
を
見
渡
す
視
点
を
求

め
る
声
も
多
い
。
専
門
委
員
会
の
座
長
を
務
め
る

教
官
か
ら
は
、
大
学
教
育
は
企
業
社
会
の
具
体
的

な
二
ー
ズ
に
応
え
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
自
分
で
も
の
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る

人
間
の
育
成
を
目
指
す
べ
き
だ
と
い
う
見
解
が
述

べ
ら
れ
た
。
学
生
か
ら
は
、
教
養
教
育
の
場
合
と

同
じ
く
、
各
学
部
の
対
象
に
即
し
て
も
の
を
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
人
間
づ
く
り
に
つ
い
て
、
既
存
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の
講
座
等
の
壁
を
越
え
た
教
官
の
議
論
・
共
同
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
必
修
単
位
数
や
二
年
次
と
三
年
次

の
間
の
あ
る
「
バ
ー
」
な
ど
に
つ
い
て
も
論
点
と

さ
れ
た
。
学
生
の
中
か
ら
は
、
履
修
規
定
な
ど
を

緩
和
す
る
方
向
に
反
対
す
る
意
見
も
述
べ
ら
れ
た
。

反
対
の
根
拠
と
し
て
は
、
学
生
の
自
由
選
択
に
任

せ
て
し
ま
う
と
、
取
り
た
い
科
目
や
楽
な
科
目
ば

か
り
履
修
し
て
し
ま
い
、
　
「
幅
広
い
視
野
の
獲

得
」
と
い
う
大
学
教
育
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い

と
い
う
。
こ
の
意
見
に
対
し
て
、
教
官
側
は
、

「
履
修
の
強
制
」
に
よ
っ
て
学
生
の
視
野
を
広
く

し
よ
う
と
い
う
考
え
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

そ
し
て
、
選
択
の
幅
の
拡
大
が
単
な
る
放
縦
と
な

ら
ぬ
よ
う
、
学
生
に
履
修
の
意
義
を
納
得
さ
せ
て

い
く
努
力
が
確
認
さ
れ
た
。

　
学
生
個
人
に
と
っ
て
大
学
教
育
は
一
回
き
り
で

あ
る
た
め
、
教
育
シ
ス
テ
ム
を
体
験
的
に
比
較
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
在
学
年
数
か

ら
み
て
も
、
学
生
の
中
に
系
統
的
に
議
論
の
成
果

を
蓄
積
し
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
う
し

た
点
で
教
官
が
適
切
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す

る
こ
と
で
、
学
生
と
教
官
と
の
協
力
関
係
が
実
を

結
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

学
生
が
教
育
制
度
を

主
体
的
に
捉
え
る
契
機
に

　
学
生
教
育
法
五
八
条
五
号
に
も
あ
る
よ
う
に
、

学
生
は
教
育
の
み
な
ら
ず
研
究
の
主
体
と
認
め
ら

れ
て
い
る
。
大
学
教
員
の
「
教
授
す
る
自
由
」
も
、

学
生
が
自
己
の
学
習
要
求
を
対
象
化
し
う
る
段
階

に
あ
る
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
教
官
層
に
は
、
学
生
の
現
状
か
ら
学
生
参
加
を

否
定
的
に
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
参
加
を
通
し
て

学
生
の
主
体
的
な
力
量
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
面

を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
現
在
ど
れ
だ
け
の
大

学
が
、
大
学
の
理
念
が
学
生
に
支
持
さ
れ
、
浸
透

し
て
い
る
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
十
分

な
支
持
を
得
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
責
任

は
学
生
だ
け
に
帰
さ
れ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

一
橋
大
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
個
々
の
講
義
内

容
の
改
善
に
先
立
っ
て
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
制
度
的
枠
組
み
の
議
論
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
学
生
が
教
育
制
度
を
主
体
的
に
捉
え
る
契

機
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
制
度
に
対
し
て
主

体
的
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
大
学
の
理

念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
吟
味
し
、
認
識
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
述
べ
た
こ
と
は
私
の
経
験
に
基
づ
く
結

論
で
あ
る
。
同
様
の
観
点
か
ら
院
生
や
教
員
、
職

員
も
主
体
的
に
大
学
改
革
に
参
加
す
る
（
あ
る
い

は
で
き
る
）
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
も
と
・
し
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
社
会
学
部
卒
業

　
中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
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